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次のセクションでは、ハードウェアとソフトウェアに関する ZENworks 2017 Update 4 の要件につい

て説明します。

 1 ページの 「プライマリサーバ要件」

 5 ページの 「仮想アプライアンスの要件」

 5 ページの 「管理対象デバイスの要件」

 15 ページの 「サテライト要件」

 19 ページの 「データベースの要件」

 21 ページの 「Reporting Server のサポート」

 21 ページの 「LDAP ディレクトリ要件」

 22 ページの 「インベントリ対象デバイスの要件」

 25 ページの 「モバイル管理のサポート」

 26 ページの 「管理ブラウザ要件」

 26 ページの 「ユーザ要件のインストール」

 26 ページの 「サポートされるスマートカードおよびスマートカードリーダ」

 27 ページの 「保証と著作権」

プライマリサーバ要件
プライマリサーバソフトウェアをインストールするサーバが次の要件を満たしていることを確認し
ます。

注 : 以下に ZENworks プライマリサーバソフトウェアをインストール可能なオペレーティングシステ

ムをリスト表示しています。このリストは必ずしも ZENworks Patch Management でアップデート可

能なオペレーティングシステム示しているわけではありません。このリストについては、『ZENworks 
Patch Management Content Report』を参照してください。
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項目 要件 追加の詳細

サーバ使
用方法

使用するサーバには、プライマリサーバが実
行するタスク以外のタスクを処理する能力が
あるかもしれません。ただし、プライマリ
サーバソフトウェアをインストールするサー
バは、ZENworks に対する作業目的でのみ使用

することを推奨します。

たとえば、サーバで次の項目を実行し
たくない場合があります。

 NetIQ eDirectory のホスト

 Active Directory のホスト

 ターミナルサービスのホスト

オペレー
ティング
システム - 
Windows

 Windows 2012 Server x86_64 (Foundation、
Essential、Standard、および Datacenter の
各エディション )

 Windows 2012 Server R2 x86_64 
(Foundation、Essential、Standard、および

Datacenter の各エディション )

 Windows 2016 Server x86_64 (Essential、
Standard、Datacenter および Storage の各

エディション )

クラスタ環境内のサーバへのインス
トールはサポートされません。

オペレー
ティング
システム - 
Linux

 SLES 11 SP3 x86_64
 SLES 11 SP4 x86_64
 SLES 12 x86_64
 SLES 12 SP1 x86_64
 SLES 12 SP2 x86_64
 SLES 12 SP3 x86_64
 SLES 12 SP4 x86_64

重要

 SLES 12 では、ZENworks サーバをイ

ンストールするには libXtst6-32bit-
1.2.2-3.60.x86_64.rpm が必要です。

この rpm は SLES 12 のメディアに

収録されています。

 リモート管理はランレベル 3( テキ

ストのみ、X サーバを使用しない

) の Linux デバイスではサポートさ

れていません。

 ZENworksがすでにシステムにイン

ストールされている場合は、オペ
レーティングシステムのメジャー
インプレースアップグレード ( た
とえば SLES 11 SP4 から SLES 12) を
実行しないでください。問題が発
生し、プライマリサーバの入れ替
えが必要になる場合があります。

サーバの入れ替え方法の詳細につ
いては、『ZENworks Disaster 
Recovery Reference』の「Replacing 
Primary Servers」を参照してくだ

さい。

プロセッ
サ

速度 : 2.0GHz 以上

タイプ : クアッドコア以上
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RAM 8GB ( 最小 )、12GB 以上 ( 推奨 ) 最初の 3000 台のデバイスに 8GB

追加のデバイス 3000 台ごとに 1GB の

RAM を追加

ディスク
容量

インストール用に 20GB。コンテンツの量に

よっては、領域を分散する必要があります。

ZENworks データベースではデバイス 1000 台

ごとに 10GB を追加し、Audit データベースで

はデバイス 5000 台ごとに 10GB を追加しま

す。

tmpディレクトリ用には 500MB を推奨。この

ディスク容量は、パッケージの再構築および
編集のために必要です。

パッチ管理ファイルストレージ ( ダウンロー

ドされたパッチコンテンツ ) には、少なくと

も 25GB の追加空き容量が必要です。パッチ

管理が有効な場合、すべてのコンテンツレプ
リケーションサーバにも、同じ容量の追加空
き容量が必要です。Patch Management を別の

言語で使用している場合、各サーバにも言語
ごとにこのサイズの追加容量が必要です。

ZENworks データベースファイルおよび

ZENworks コンテンツリポジトリは非常

に大きくなる可能性があるので、別の
パーティションまたはハードディスク
を用意することが必要になる場合があ
ります。

Windows サーバでデフォルトのコンテ

ンツリポジトリの場所を変更する場合
の情報については、『ZENworks Primary 
Server and Satellite Reference』の

「Content Repository」を参照してくだ

さい。

Linux サーバの場合は、/var/optディ

レクトリを大容量のパーティションに
配置することをお勧めします。この
ディレクトリにはデータベース ( 組み

込まれている場合 ) およびコンテンツ

リポジトリが格納されます。

/etcディレクトリに必要なスペース

が少なくて済みます。

画面解像
度

ビデオアダプタ : 256 色

画面解像度 : 1024 × 768 以上

ファイル
システム

組み込み Sybase をデバイスにインストールし

た場合は、ZENworks Configuration Management
をインストールしたドライブのファイルシス
テムが、4GB を超えるファイルをサポートす

ることを確認してください。

項目 要件 追加の詳細
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DNS の解決 管理ゾーン内のサーバおよびワークステー
ションは、適切に設定された DNS を使用して

デバイスのホスト名を解決する必要がありま
す。適切に設定されていないと、ZENworks の
一部の機能が正しく動作しません。DNS が正

しく設定されていないと、サーバは互いに通
信できず、ワークステーションはサーバと通
信できません。

サーバ名は、アンダースコアを含めないな
ど、DNS の要件をサポートしている必要があ

ります。要件をサポートしていないと、
ZENworks のログインに失敗します。使用でき

る文字は、文字 a ～ z ( 大文字と小文字 )、数

字、およびハイフン (-) です。

注 : Linux プライマリサーバのホスト名に大文

字が含まれる場合、そのサーバ上にある /

etc/hostsファイルにサーバのホスト名を追

加する必要があります。

IP アドレ

ス

サーバは、静的な IP アドレスまたは永久に

リースされる IP アドレス (DHCP 設定の場合 )
を持つ必要があります。

IP アドレスはターゲットサーバのすべての

NIC にバインドされる必要があります。

IP アドレスがバインドされていない

NIC を使用しようとすると、インス

トールはハングします。

Microsoft 
.NET 
(Windows
のみ )

ZENworks 2017 をインストールするには、

Windows のプライマリサーバに Microsoft .NET 
4.5 Framework およびその最新の更新をインス

トールし、実行している必要があります。

.NET 4.5 Client Profileではなく完全な

.NET 4.5 Frameworkがデバイスにインス

トールされていることを確認してください。

Windows Server 2012 では、デフォルト

で .NET 4.5 を使用できます。ただし、

その有効化が必要です。ZENworks のイ

ンストール中に .NET を有効にするオ

プションが表示されます。このオプ
ションを選択すると、.NET が自動的に

有効になります。

ファイア
ウォール
設定 : TCP
および
UDP ポー

ト

ZENworks インストーラにより、インストール

中に複数の TCP および UDP ポートが開かれま

す。ZENworks に必要なポートが使用中の場

合、ZENworks インストーラによって、別の

ポートを設定するようプロンプトが表示され
ます。

重要 : インストールまたはアップグレード時
にファイアウォールが無効になっている場合
は、ファイアウォールが有効になったときに
ファイアウォール設定で手動でポートを開い
てください。

TCP ポートと UDP ポートのリスト、お

よび ZENworks でのそれらの用途につ

いては、『ZENworks プライマリサーバ

およびサテライトリファレンス』の
「TCP and UDP Ports Used by ZENworks 

Primary Servers」を参照してください。

項目 要件 追加の詳細
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仮想アプライアンスの要件

管理対象デバイスの要件
ZENworks Agent はプライマリサーバを含むすべての管理対象デバイスにインストールされる、管理

ソフトウェアです。

 6 ページの 「Windows 管理対象デバイスの要件」

 10 ページの 「Linux 管理対象デバイスの要件」

 12 ページの 「Macintosh 管理対象デバイスの要件」

サポート
している
ハイパー
バイザ

プライマリサーバソフトウェアは、次の仮想
マシン環境にインストールできます。

 SLES 11 SP4、SLES 12、SLES12 SP1、SP2、
SP3 上の XEN

 VMware ESXi 6.x

 Microsoft Hyper-V Server 2012、2012 R2、
および 2016

 リリースされたバージョンのゲス

トオペレーティングシステム
(VM) のみがサポートされます。

試験的なゲストオペレーティング
システムはサポートされません。

 ゲストオペレーティングシステム

は、VM 作成時に指定されたオペ

レーティングシステムと一致する
必要があります。たとえば、VM
の作成時にゲストオペレーティン
グシステムを Windows Server 2012
と指定した場合は、実際のゲスト
オペレーティングシステムも
Windows Server 2012 でなければな

りません。

項目 要件 追加の詳細

ZENworks Virtual Appliance  RAM: 8GB ( 推奨 )

 ディスク容量 : 60GB ( 最小 )

ZENworks Virtual Appliance は次の仮

想マシン環境に展開できます。

 VMware ESXi 6.x
 Microsoft Hyper-V Server 

Windows 2012、2012 R2、2016

 XEN on SLES 12 およびサポート

パック

ZENworks Virtual Appliance は次の環

境には展開できません。

 Citrix XenServer

項目 要件 追加の詳細
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注 : 以下に ZENworks Agent ソフトウェアをインストール可能なオペレーティングシステムを一覧表

示しています。このリストは必ずしも ZENworks Patch Management でアップデート可能なオペレー

ティングシステム示しているわけではありません。このリストについては、『ZENworks Patch 
Management Content Report』を参照してください。

Windows 管理対象デバイスの要件

ZENworks 2017 は、次の要件を満たす Windows のワークステーションとサーバを管理できます。管

理対象デバイスで ZENworks Full Disk Encryption の使用を予定している場合、デバイスは『ZENworks 
Full Disk Encryption Agent リファレンス』の「システム要件」に記載の追加要件を満たしている必要

があります。

項目 要件 追加の詳細

オペレーティングシ
ステム : 
Windows サーバ

 * Windows Server 2008 SP2、x86、x86_64 
(Standard、Enterprise、Datacenter)

 * Windows Server 2008 R2

 Windows 2008 R2 Server SP1 x86_64 (Standard、
Enterprise、Datacenter)

 Windows 2012 Server x86_64 (Foundation、
Essential、Standard、および Datacenter)

 Windows 2012 R2 Server x86_64 (Foundation、
Essential、Standard、Datacenter)

 Windows 2016 Server x86_64 (Essential、
Standard、Datacenter および Storage)

 Windows 2019 Server x86_64 (Essential、
Standard、Datacenter および Storage)

 Window 10 Enterprise LTSC 2019

重要 : アスタリスク (*) は、Windows Server 2008 SP2
および Windows Server 2008 R2 SP0 が、後方互換性

モード ( 古いバージョンのエージェントがインス

トールされる ) でサポートされることを示していま

す。

後方互換性モードでは、11.x バージョンのエージェ

ントは更新できませんが、管理することはできま
す。古いバージョンのエージェントで、新しい管理
対象デバイスとサテライトサーバをゾーンに登録し
て管理することもできますが、その古いエージェン
トをアップグレードすることはできません。
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オペレーティングシ
ステム : 
Windows ワークス

テーション

 Windows 7 SP1 x86、x86-64 (Professional エディ

ション、Ultimate エディション、および

Enterprise エディション )
 Windows Embedded 7 SP1

 Windows 8 x86、x86_64 (Professional エディショ

ンおよび Enterprise エディション )
 Windows Embedded 8

 Windows 8.1 Enterprise および Professional x86 お

よび x86_64
 Windows Embedded 8.1

 Windows 10 x86、x86_64 (Professional、
Enterprise、Education、April 2018 Update まで )

 Windows 10 x86、x86_64 (2016 Enterprise および

2016 LTSB の各エディションまで )

 Windows 2019 Server x86_64 (Essential、
Standard、Datacenter および Storage)

 Window 10 Enterprise LTSC 2019

 Windows Embedded 10 (LTSB エディション )

 * Windows XP SP3 x86 (Professional および
Enterprise)

重要

 エージェントをインストールまたは更新する

前に、Microsoft .NET 4.5 Framework およびその

最新の更新が Windows 管理対象デバイスにイ

ンストールされ、実行されていることを確認
する必要があります。

 アスタリスク (*) は、Windows XP が後方互換性

モードでのみサポートされる ( エージェントの

11.x バージョンのみがサポートされる ) ことを

示しています。

 Windows 7 SP0 はサポートされません。

管理対象デバイス名は 32 文字ま

でです。デバイス名が 32 文字を

超える場合、このデバイスはイ
ンベントリに含まれません。ま
た、デバイス名が固有で、デバ
イスがインベントリレポートで
適切に認識されるようにしてく
ださい。

重要

 ZENworks は、旧バージョン

(Windows 7、Windows 8、お

よび Windows 8.1) から移行

された Windows 10 をサ

ポートします。

Microsoft は、旧バージョン

の Windows から Windows 
10 へ移行する際に、異なる

エディション間ではアプリ
ケーションを保持しません。
そのため、異なるエディ
ション (Windows の旧バー

ジョン ) から Windows 10 に

移行する場合、ZENworks を
利用できません。

次に例を示します。

Windows 7 Enterprise から

Windows 10 Enterprise また

は Enterprise LTSB はサポー

トされます。

Windows 8 Enterprise から

Windows 10 Education はサ

ポートされません。

オペレーティングシ
ステム : シンクライ

アントセッション

 Windows Server 2012 SP2
 Windows Server 2012 R2 SP1
 Windows 2016 Server x86_64

 Citrix XenApp 6.0、6.5、7.x (7.6 以降 )

項目 要件 追加の詳細
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ハードウェア ハードウェアの最小要件は次のとおりです。これら
の要件またはオペレーティンシグステムで指定され
るハードウェア要件のうち、要件が高い方を使用し
ます。

 プロセッサ :Pentium III 700MHz、または相当す

る AMD または Intel

 RAM: 256MB ( 最小 )、1GB ( 推奨 )

 ディスク容量 :インストールの場合230MB(最小

)、実行の場合 4GB( 推奨 ) 配布する必要のある

コンテンツの量によって、この数値は大きく
異なります。

エージェントがコンテンツまたはイメージン
グサテライトの役割に昇格されている場合は、
それに応じて、ディスク容量を増やしてくだ
さい。

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 )

Microsoft .NET ZENworks 2017 をインストールするには、

Windows 管理対象デバイスに、Microsoft .NET 4.5 の
フレームワークと最新アップデートをインストール
して実行している必要があります。

Windows 8、Windows 8.1、およ

び Windows Server 2012 では、デ

フォルトで .NET を利用できま

す。ただし、これらのデバイス
にエージェントを展開するには、
その前に .NET フレームワークを

有効にする必要があります。

Microsoft Windows 
Installer

ZENworks 2017 をインストールするには、

Windows 管理対象デバイスに、Microsoft Windows 
Installer 4.5 以上をインストールし、実行している必

要があります。

PreAgentPkg_AgentComplete

DotNet.exeスタンドアロン

パッケージの展開を選択した場
合は、Windows Installer 4.5 が自

動的にインストールされます。
PreAgentPkg_Agent.exeネッ

トワークパッケージまたは
PreAgentPkg_AgentComplete

.exeスタンドアロン (.NET 必須

) パッケージの展開を選択した場

合は、Windows Installer 4.5 以上

を手動でインストールしてから、
エージェントのインストールを
開始する必要があります。

項目 要件 追加の詳細
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TCP ポート 7628 ZENworks コントロールセンター

で管理対象デバイスの ZENworks 
Agent のステータスを表示する

ために、Windows ファイア

ウォールを使用している場合、
ZENworks はデバイスのポート

7628 を自動的に開きます。ただ

し、別のファイアウォールを使
用している場合は、このポート
を手動で開く必要があります。

ZENworks コントロールセンター

からクライアントにクイックタ
スクを送信する場合は、デバイ
スのポート 7628 も開く必要があ

ります。

5950 ZENworks Agent が実行されてい

るリモート管理では、デバイス
はポート 5950 でリスンします。

このポートは ZENworks コント

ロールセンター ( [ 設定 ] タブ > 
[ 管理ゾーンの設定 ]> [ デバイス

管理 ]> [ リモート管理 ]) で変更

できます。

リモート管理は ZENworks 
Configuration Management でのみ

使用されます。

サポートしているハ
イパーバイザ

ZENworks 管理対象デバイスソフトウェアは、次の

ハイパーバイザにインストールできます。

 SLES 上の XEN (SLES 11 SP4、SLES 12 SP1、SP2、
SP3 上の XEN)

 VMware ESXi 6.x

 Microsoft Hyper-V Server 2012、2012 R2、および
2016

リリースされたバージョンのゲ
ストオペレーティングシステム
(VM) のみがサポートされます。

試験的なゲストオペレーティン
グシステムはサポートされませ
ん。

ゲストオペレーティングシステ
ムは、VM 作成時に指定された

オペレーティングシステムと一
致する必要があります。たとえ
ば、VM 作成時にゲストオペ

レーティングシステムを
Windows Vista と指定した場合

は、実際のゲストオペレーティ
ングシステムも Windows Vista で

なければなりません。

ZENworks Virtual Appliance は

Citrix XenServer には展開できま

せん。

項目 要件 追加の詳細
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Linux 管理対象デバイスの要件

ZENworks 2017 は、次の要件を満たす Linux のワークステーションとサーバを管理できます。

サポートされる仮想
デスクトップインタ
フェース

ZENworks 管理対象デバイスソフトウェアは、次の

仮想デスクトップインタフェース (VDI) 環境にイン

ストールできます。

 Citrix XenDesktop 7.x にインストールするための

前提条件

 VMware Horizon View 6.x および 7.x

 Microsoft VDI Windows 2012、2012 R2、2016
 XenDesktop 7.x
 XenApp 7.x

Client for Open 
Enterprise Server 2 
SP4/Novell Client

Novell Client は必要ありません。ただし、管理対象

デバイスでの Novell Client の使用を選択する場合、

次のバージョンが ZENworks でサポートされていま

す。

 Client 2 SP4 以上 (Windows 7、8、8.1、および

Windows 10 の場合 )

 Client 2 SP4 以上 (Windows Server 2008、2008 R2、
および 2012 の場合 )

項目 要件

オペレーティングシステム : サーバ  SLES 11 SP3 、x86-64 (Intel プロセッサと AMD Opteron プロセッサ )

 SLES 11 SP4 、x86-64 (Intel プロセッサと AMD Opteron プロセッサ )
 SLES 12 SP1 x86_64
 SLES 12 SP2 x86_64
 SLES 12 SP3 x86_64
 SLES 12 SP4 x86_64
 SLES for SAP Applications 12 SP4
 SLES 15 x86_64
 SLES For SAP Applications 15
 Open Enterprise Server 11 SP1 x86_64
 Open Enterprise Server 11 SP2 x86_64
 Open Enterprise Server 2015 (OES 2015) x86_64
 Open Enterprise Server 2015 SP1 (OES 2015 SP1) x86_64
 Open Enterprise Server 2018 x86_64
 OES 2018 SP1

 openSUSE Leap 42.3、42.4、15

項目 要件 追加の詳細
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オペレーティングシステム : ワーク

ステーション

 SLED 11 SP3 、x86_64 (Intel プロセッサおよび AMD Opteron プロセッ

サ )

 SLED 11 SP4 、x86_64 (Intel プロセッサおよび AMD Opteron プロセッ

サ )
 SLED 12 x86_64
 SLED 12 SP1 x86_64
 SLED 12 SP2 x86_64

注 : SLED 12 SP2 Linux ディストリビューションでは、パッチスキャ

ンプロセスを実行する際の前提条件として、rpm-python がインス

トールされている必要があります。詳細については、『ZENworks 
2017 Patch Management リファレンス』を参照してください。

 SLED 12 SP4 x86_64

 Red Hat Enterprise Linux 6.7 および 6.8 (RHEL 6.7、RHEL 6.8) x86、
x86_64 (AS および ES)

 RHEL 7.2、7.3、7.5 (LPM サブスクリプションなし )

 科学 Linux 6.7、6.8、x86、x86_64、7.5

アスタリスク (*) は、そのプラットフォームが後方互換性モードでサ

ポートされる ( 古いバージョンのエージェントが実行される ) ことを示

しています。

ハードウェア  プロセッサ : 最小要件 - Pentium IV 2.8GHz 32 ビット (x86) および

64 ビット (x86_64)、あるいは同等の AMD または Intel のプロセッ

サ

 RAM: 512MB ( 最小 )、2GB ( 推奨 )

 ディスク容量 : インストール用 230MB ( 最小 )、実行用 4GB ( 推奨

) 配布する必要のあるコンテンツの量によって、この数値は大きく

異なります。

 画面解像度 : 1024×768、256 色 ( 最小要件 )

ホスト名の解決  サーバは、DNS( 推奨 ) などの方法を使用して、デバイスのホスト名

を解決する必要があります。

 サーバ名は、名前にアンダースコアを含めないなど、DNS の要件

をサポートしている必要があります。要件をサポートしていない
と、ZENworks のログインに失敗します。使用できる文字は文字 a-
z( 大文字および小文字 )、数字、およびハイフン (-) です。サーバ

のホスト名に大文字が含まれる場合、そのサーバ上にある /etc/
hosts ファイルにサーバのホスト名を追加する必要があります。

DNS を使用する場合、正しくセットアップしないと、ZENworks の
一部の機能が動作しない可能性があります。

IP アドレス  サーバには静的な IP アドレスが必要です。

 複数の NIC を搭載している場合は、すべての NIC 上で IP アドレスを

バインドすることを推奨します。ただし、ZENworks は、IP アドレ

スが 1 つ設定されていれば動作します。

項目 要件
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Macintosh 管理対象デバイスの要件

ZENworks は、次のオペレーティングシステムが実行されている Macintosh ワークステーションを管

理できます。

 13 ページの 「*Macintosh 10.8.3 (Mountain Lion)」

 13 ページの 「*Macintosh 10.9.x (Mavericks)」

 13 ページの 「Macintosh 10.10.x (Yosemite)」

 14 ページの 「Macintosh 10.11.x (EL Capitan)」

 14 ページの 「Macintosh 10.12.x (Sierra)」

 14 ページの 「Macintosh 10.13.x (High Sierra)」

 15 ページの 「Macintosh 10.14.x (High Sierra)」

TCP ポート : 7628 ファイアウォールゾーンにネットワークインタフェースを割り当てる
必要があります。このゾーンには、ZENworks 2017 によって使用される

ポートを管理するため、ファイアウォールのルールが適用されます。

サポートしているハイパーバイザ ZENworks 管理対象デバイスソフトウェアは、次のハイパーバイザにイ

ンストールできます。

 XEN (SLES 11、SLES 12)
 VMware ESXi 6.x

 Microsoft Hyper-V Server 2012、2012 R2、および 2016

さらに、次の要件が適用されます。

 リリースされたバージョンのゲストオペレーティングシステム

(VM) のみがサポートされます。試験的なゲストオペレーティング

システムはサポートされません。

 ゲストオペレーティングシステムは、VM 作成時に指定されたオペ

レーティングシステムと一致する必要があります。たとえば、
VM 作成時にゲストオペレーティングシステムを SLES 12 と指定し

た場合は、実際のゲストオペレーティングシステムも SLES 12 でな

ければなりません。

項目 要件
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*Macintosh 10.8.3 (Mountain Lion)

*Macintosh 10.9.x (Mavericks)

Macintosh 10.10.x (Yosemite)

項目 要件

バージョン 10.8.x

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628

項目 要件

バージョン 10.9.x

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628

項目 要件

バージョン 10.10.x

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628
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Macintosh 10.11.x (EL Capitan)

Macintosh 10.12.x (Sierra)

Macintosh 10.13.x (High Sierra)

項目 要件

バージョン 10.11.x

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628

項目 要件

バージョン 10.12.x

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628

項目 要件

バージョン 10.13.x

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628
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Macintosh 10.14.x (High Sierra)

サテライト要件
サテライトは、認証、情報収集、コンテンツ配布、イメージングなど、ZENworks プライマリサーバ

が通常実行する役割の一部を実行できる管理対象デバイスです。サテライトには任意の管理対象
Windows デバイス、Macintosh デバイス、または Linux デバイス ( サーバまたはワークステーション

) を使用できますが、プライマリサーバは使用できません。

詳細情報については、次のセクションを参照してください。

 15 ページの 「Windows サテライト要件」

 16 ページの 「Linux サテライト要件」

 18 ページの 「Macintosh サテライト要件」

Windows サテライト要件

サテライトの役割を実行する Windows デバイスは、6 ページの 「Windows 管理対象デバイスの要

件」のリストに表示された Windows 管理対象デバイスの最小要件を満たす必要がありますが、次の

例外があります。

 Windows Embedded XP は、サテライトデバイスとしてサポートされたワークステーションオペ

レーティングシステムではありません。

次の表は、追加の Windows サテライト要件を示しています。

項目 要件

バージョン 10.14.x

サポートされるアーキ
テクチャ

64 ビット

ハードウェア  プロセッサ Intel Core 2 Duo

 ディスク容量 : 実行用 2GB ( 推奨 )

 ディスプレイ解像度 : 1024 × 768 (256 色 ) 最小

TCP ポート 7628

項目 要件 追加の詳細

ZENworks エージェント

バージョン

ZENworks プライマ

リサーバと同じバー
ジョン

サテライトを作成する場合、ZENworks プライマリサー

バをサテライトの親サーバとして指定します。サテラ
イトの Agent バージョンは、親プライマリサーバと同じ

バージョンである必要があります。たとえば、親プラ
イマリサーバのバージョンが 2017 の場合、サテライト

の Agent バージョンは 11.4.3 にできません。

ファイアウォール設定: 
TCP ポートを開く

80 コンテンツ複製で使用されます。
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Linux サテライト要件

サテライトの役割を実行する Linux デバイスは、10 ページの 「Linux 管理対象デバイスの要件」のリ

ストに表示された Linux 管理対象デバイスの最小要件を満たす必要があります。

次の表は、追加の Linux サテライト要件を示しています。

443 CASA 認証で使用されます。

998 プレブートサーバで使用 (novell-pbserv)。

プレブートサーバ (novell-pbserv) は ZENworks 
Configuration Management でのみ使用されます。

7019 プロキシの結合で使用されます。

ファイアウォール設定: 
UDP ポートを開く

67 プロキシ DHCP が DHCP サーバと同じデバイスで実行し

ていない場合に使用します。

69 イメージング TFTP で使用されますが、各 PXE デバイス

に対してランダムな UDP ポートを開くため、ファイア

ウォールを越えては機能しません。

イメージング TFTP は ZENworks Configuration 
Management でのみ使用されます。

997 イメージングサーバがマルチキャストに使用します。

イメージングサーバは ZENworks Configuration 
Management でのみ使用されます。

4011 プロキシ DHCP が DHCP サーバと同じデバイスで実行さ

れている場合に使用します。ファイアウォールは、
Proxy DHCP Service へのブロードキャストトラフィック

を許可するように設定する必要があります。

13331 zmgpreboot ポリシーで使用されますが、各 PXE デバイ

スに対してランダムな UDP ポートを開くため、ファイ

アウォールを越えては機能しません。

zmgpreboot ポリシーは ZENworks Configuration 
Management でのみ使用されます。

項目 要件 追加の詳細
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項目 要件 追加の詳細

ZENworks エージェント

バージョン

親 ZENworks プライマリサーバと同じ

バージョン

サテライトを作成する場合、
ZENworks プライマリサーバをサテ

ライトの親サーバとして指定しま
す。サテライトの Agent バージョ

ンは、親プライマリサーバと同じ
バージョンである必要があります。
たとえば、親プライマリサーバの
バージョンが 2017 の場合、サテラ

イトの Agent バージョンは 11.4.3
にできません。

ファイアウォール設定 : 
TCP ポートを開く

80 Tomcat の非セキュアポートで使用

されます。

443 CASA 認証で使用されます。

998 プレブートサーバで使用 (novell-
pbserv)。

プレブートサーバ (novell-pbserv) は
ZENworks Configuration Management
でのみ使用されます。

7628 ZENworks Agent で使用されます。

8005 Tomcat でシャットダウン要求のリ

スンに使用されます。これはロー
カルポートで、リモートでアクセ
スできません。

8009 Tomcat AJP コネクタで使用されま

す。

7019 プロキシの結合で使用されます。

ファイアウォール設定 : 
UDP ポートを開く

67 プロキシ DHCP が DHCP サーバと同

じデバイスで実行していない場合
に使用します。

69 イメージング TFTP で使用されます

が、各 PXE デバイスに対してラン

ダムな UDP ポートを開くため、

ファイアウォールを越えては機能
しません。

イメージング TFTP は ZENworks 
Configuration Management でのみ使

用されます。
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Macintosh サテライト要件

サテライトの役割を実行する Macintosh デバイスは、12 ページの 「Macintosh 管理対象デバイスの

要件」のリストに表示された Macintosh 管理対象デバイスの最小要件を満たす必要があります。

次の表は、追加の Macintosh サテライト要件を示しています。

997 イメージングサーバがマルチキャ
ストに使用します。

イメージングサーバは ZENworks 
Configuration Management でのみ使

用されます。

4011 プロキシ DHCP が DHCP サーバと同

じデバイスで実行している場合に
使用します。ファイアウォールは、
Proxy DHCP Service へのブロード

キャストトラフィックを許可する
ように設定する必要があります。

13331 zmgpreboot ポリシーで使用されま

すが、各 PXE デバイスに対してラ

ンダムな UDP ポートを開くため、

ファイアウォールを越えては機能
しません。

zmgpreboot ポリシーは ZENworks 
Configuration Management でのみ使

用されます。

項目 要件 追加の詳細

ZENworks エージェント

バージョン

親 ZENworks プライマリサーバと同じ

バージョン

サテライトを作成する場合、
ZENworks プライマリサーバをサテ

ライトの親サーバとして指定しま
す。サテライトの Agent バージョ

ンは、親プライマリサーバと同じ
バージョンである必要があります。
たとえば、親プライマリサーバの
バージョンが 2017 の場合、サテラ

イトの ZENworks Agent バージョン

は 11.4.3 にできません。

ファイアウォール設定 : 
TCP ポートを開く

80 HTTP の非セキュアポートに使用さ

れます。

7628 ZENworks Agent で使用されます。

項目 要件 追加の詳細
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データベースの要件
ZENworks 2017 のデフォルトとして使用できる組み込み Sybase SQL Anywhere データベース以外の

データベースを ZENworks データベースとして使用する場合、そのデータベースは次の要件を満たし

ている必要があります。

項目 要件

データベースバージョ
ン

 Oracle 11g R2 バージョン 11.2.0.4 Standard Edition、Enterprise Edition、およ

び Oracle RAC ( パーティショニング機能ありまたはなし ) パーティショニ

ング機能については、「パーティショニング機能を備えた Oracle 
Enterprise」を参照してください。

 Oracle 12c R1 バージョン 12.1.0.2 Standard Edition、Enterprise Edition、およ

び Oracle RAC ( パーティション機能ありまたはなし )

 Oracle 12c R2 バージョン 12.2.0.1 Standard Edition、Enterprise Edition、およ

び Oracle RAC ( パーティション機能ありまたはなし )

 Microsoft SQL Server 2008 SP3以上(Clusterを含む) (StandardおよびEnterprise
の各エディション )

 Microsoft SQL 2008 R2 以降 (Cluster を含む ) (Datacenter、Standard、Enterprise
の各エディション )

 Microsoft SQL Server 2012 SP3 以降 (Cluster を含む ) (Standard、Enterprise、
Business Intelligence の各エディション )

 Microsoft SQL Server 2014 以降 (Cluster を含む ) (Standard、Enterprise、
Business Intelligence の各エディション )

 Microsoft SQL Server 2016 (Cluster を含む ) (Standard および Enterprise の各エ

ディション )

 Microsoft SQL Server 2017(Cluster を含む ) (Standard および Enterprise の各エ

ディション )

 Sybase Anywhere 17 ( および最新の電子バグフィックス )
 PostgreSQL 9.5.

 PostgreSQL 10.x ( 外部サーバでのみサポート )

注

 PostgreSQL 10.xは埋め込み型データベースとしてサポートされていま

せん。

 ZENworks Reportin は PostgreSQL をサポートしません。

注 : ZENworks で Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC) を使用する計画の場

合は、次の情報を参照してください。

 Oracle RAC One Node in Oracle 11.2.0.1 Solution for ZCM (http://
www.novell.com/communities/node/13805/oracle-rac-one-node-11201-
solution-zcm)

 Oracle RAC 11.2.0.1 - 2 Node Cluster Solution for ZCM (http://www.novell.com/
communities/node/13806/oracle-rac-11201-2-node-cluster-solution-zcm)
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データベースサーバの
ホスト名

データベースサーバのホスト名は、ドメインネームサーバサービスで解決可
能である必要があります。

TCP ポート サーバはデータベースポート上のプライマリサーバ通信を許可する必要があ
ります。MS SQL の場合は、データベースサーバ用の静的ポートを設定してく

ださい。

デフォルトのポート :

 MS SQL は 1433

 Sybase SQL は 2638

 Audit Sybase DB は 2639

 Oracle は 1521

 組み込み PostgreSQL は 54327

 外部PostgreSQLは5432 (必要に応じて別のポートを割り当てることができ

る )

競合する場合はデフォルトのポート番号を変更します。ただし、プライマリ
サーバがデータベースと通信するようにポートが開いている必要があります。

UDP ポート MS SQL は 1434 (ZENworks でデータベースの名前付きインスタンスを使用する

場合 )

WAN に関する注意事項 プライマリサーバと ZENworks データベースは同じネットワークセグメント上

に存在する必要があります。プライマリサーバは WAN 経由で ZENworks デー

タベースに書き込むことはできません。

デフォルトの文字セッ
ト

Sybase の場合は、UTF-8 文字セットが必要です。

MS SQL の場合には、ZENworks は特定の文字セットを必要としません。

ZENworks は、MS SQL でサポートされるすべての文字セットをサポートしま

す。

Oracle の場合、NLS_CHARACTERSET パラメータを AL32UTF8 に設定し、

NLS_NCHAR_CHARACTERSET パラメータを AL16UTF16 に設定する必要がありま

す。既存の Oracle データベースが別の文字セットでインストールされている

場合、AL32UTF8 文字セットに移行してください。Oracle のサポートに問い合

わせてください。

照合 ZENworks は、MS SQL データベースの大文字小文字を区別するインスタンスで

はサポートされません。したがって、データベースが大文字小文字を区別し
ないことを確認してから、データベースをセットアップする必要があります。

データベースユーザ ZENworks データベースユーザがリモートデータベースに接続するのに制約が

ないかどうかを確認してください。

たとえば、ZENworks データベースユーザが Active Directory ユーザである場合

は、Active Directory のポリシーでリモートデータベースへの接続がユーザに許

可されているかどうかを確認します。

項目 要件
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Reporting Server のサポート

注 : ZENworks Reporting は PostgreSQL データベースをサポートしません。

LDAP ディレクトリ要件

ZENworks 2017 では、ユーザへのコンテンツの割り当て、ZENworks 管理者アカウントの作成、ユー

ザとデバイスの関連付けなどのユーザ関連タスクに関して、既存のユーザソース ( ディレクトリ )
を参照できます。LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) は、ディレクトリと相互作用するために

ZENworks によって使用されるプロトコルです。

項目 要件

ZENworks Reporting Server のプラッ

トフォーム

ZENworks Reporting Server のアプライアンス

ZENworks Reporting Server の後方互

換性 ( 古いバージョンのサポート )
ZENworks 11.4.x 以降

ブラウザ 26 ページの 「管理ブラウザ要件」を参照してください。

データベース 19 ページの 「データベースの要件」を参照してください。

項目 要件

LDAP バージョン LDAP v3

OPENLDAP はサポートされていません。ただし、SUSE Linux サーバに

eDirectory がインストールされている場合は、eDirectory をユーザソースとし

て使用できます。LDAP v3 を使用する場合、eDirectory のインストール時に指

定した代替ポート ( デフォルトポートは OPENLDAP が使用している可能性があ

るため ) を使用して Linux サーバ上の eDirectory にアクセスできます。

信頼されたユーザソー
ス

 Novell eDirectory 8.7.3、8.8、9.0 ( サポートされているすべてのプラット

フォーム )

eDirectory をユーザソースとして使用する場合は、2 名の eDirectory ユー

ザが同じユーザ名とパスワードを使用しないようにしてください。ユー
ザ名が同一でも、パスワードは別のものにしてください。

 Microsoft Active Directory (Windows 2000 SP4 以上に付属 )
 DSfW (Domain Services for Windows)

LDAP ユーザアクセス ZENworks は、LDAP ディレクトリへの読み込みアクセスのみが必要です。詳細

については、「システム設定」の「ユーザソースへの接続」を参照してくださ
い。
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インベントリ対象デバイスの要件
ZENworks 2017 を使用してワークステーションとサーバのインベントリを取るには、これらのデバイ

スにインベントリのみモジュールを展開します。

重要 : ZENworks 製品に、プラットフォームに関する問題によって引き起こされる問題がある場合は、

次のサポート基準が適用されます。

 Micro Focus は、プラットフォームベンダが通常サポートしているプラットフォームはサポート

しています。

 プラットフォームベンダが、特別な契約 (拡張サポートなど )を通じてインストールをサポートし

ている場合、そのサポートインフラストラクチャを Novell にまで広げて問題を解決することが

期待されます。

 プラットフォームベンダがプラットフォームをまったくサポートしない場合、Micro Focus が追

加のサポートを提供することはありません。

LDAP 認証 単純認証

単純認証では、アプリケーションが識別名 (DN) およびその識別名のクリアテ

キストパスワードを提供します。単純認証を使用するには、クライアントが
既存の LDAP エントリの識別名 (DN)、およびそのエントリの userPassword 属

性と一致するパスワードを提供する必要があります。また、管理者は
ZENworks コントロールセンターの［環境設定］ページを使用して、識別名

(DN) とクリアテキストパスワードを入力することもできます。

項目 要件
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インベントリのみデバイスは、次の要件を満たしている必要があります。

項目 要件

オペレーティングシステ
ム : サーバ

 Mac OS X 10.10 ～ 10.12

 Windows 2012 Server x86_64 (Foundation、Essential、Standard、および
Datacenter)

 Windows 2012 R2 Server x86_64 (Foundation、Essential、Standard、
Datacenter)

 Windows 2016 Server x86_64 (Essential、Standard、Datacenter および
Storage)

 SLES 11 SP3 x86、x86-64 (Intel プロセッサと AMD Opteron プロセッサ )

 SLES 11 SP4 x86、x86-64 (Intel プロセッサと AMD Opteron プロセッサ )

 SLES 12 x86、x86_64

 SLES 12 SP1 x86、x86_64

 SLES 12 SP2 x86、x86_64

 SLES 12 SP3 x86、x86_64

 Open Enterprise Server 2015 (OES 2015) x86 および x86_64

 Open Enterprise Server 2015 SP1 (OES 2015 SP1) x86 および x86_64
 Open Enterprise Server 2018 x86_64
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オペレーティングシステ
ム : ワークステーション

 Mac OS X 10.10 ～ 10.12

 Windows 7 SP1 x86、x86-64 (Professional エディション、Ultimate エディ

ション、および Enterprise エディション )
 Windows Embedded 7 SP1

 Windows 8 x86、x86_64 (Professional エディションおよび Enterprise エ

ディション )
 Windows Embedded 8

 Windows 8.1 Enterprise および Professional x86 および x86_64
 Windows Embedded 8.1

 Windows 10 x86、x86_64 (Professional、Education、Enterprise の Fall 
Creators Update まで )

 Windows Embedded 10 (LTSB エディション )

 Windows 2008 R2 SP1 x86_64 (Standard、Enterprise、Datacenter)

 SLED 11 SP3 x86、x86_64 (Intel プロセッサおよび AMD Opteron プロセッサ
)

 SLED 11 SP4 x86、x86_64 (Intel プロセッサおよび AMD Opteron プロセッサ
)

 SLED 12 x86、x86_64

 SLED 12 SP1 x86、x86_64

 SLED 12 SP2 x86、x86_64

 SLED 12 SP3 x86、x86_64

 Red Hat Enterprise Linux 6.7 および 6.8 (RHEL 6.7 および RHEL 6.8) x86、
x86_64 (AS および ES)

 * RHEL 7.0、7.1 ( サブスクリプションなし )

 RHEL 7.2、7.3、7.4 ( サブスクリプションなし )

 科学 Linux 6.7 および 6.8、x86、x86_64

 * 科学 Linux 7.0、7.1 ( サブスクリプションなし )

 科学 Linux 7.x、x86_64 ( サブスクリプションなし )

アスタリスク (*) は、そのプラットフォームが後方互換性モードでサポート

される (11.x バージョンのエージェントがサポートされる ) ことを示してい

ます。

オペレーティングシステ
ム : シンクライアントセッ

ション

 Windows Server 2012 SP2
 Windows Server 2012 R2 SP1
 Windows 2016 Server x86_64

 Citrix XenApp 6.0、6.5、7.6 以降

項目 要件
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モバイル管理のサポート

インベントリのみモ
ジュール

ZENworks 2017 をネットワークにインストールしたら、前に示したデバイス

をインベントリに含めるために、このモジュールを前に示したデバイスに
インストールする必要があります。詳細については、『ZENworks 検出、展

開、リタイアリファレンス』の「インベントリのみモジュールの展開」を
参照してください。

ハードディスク : ディスク

容量

インベントリのみのモジュールには、次の最小ディスク容量が必要です。

 Linux: 900KB
 Windows: 15MB
 Mac OS: 8MB

項目 要件

ブラウザのサポート - EUP  Google Chrome

 Firefox ESR 45、52 および Firefox 56 以降

 Internet Explorer 11 および Edge
 Safari

ブラウザのサポート - モバイルデ

バイス

 Android 版 Google Chrome

 iOS 向け Safari

モバイル OS のサポート  Android 4.5 以降

 iOS 9.09.3、12 以降

 Windows 8.0 以降 (ActiveSync のみ )

ActiveSync サーバのサポート  ActiveSync サーババージョン 12.1( 以下にバンドル )

 Microsoft Exchange 2007 以降

ActiveSync クライアントのサポー

ト

 Exchange ActiveSync 12.1 以降。サポート対象のモバイルオペレー

ティングシステムのプラットフォームでテストされていること。

項目 要件
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管理ブラウザ要件
ZENworks コントロールセンターを実行してシステムを管理するワークステーションまたはサーバが

次の要件を満たしていることを確認します。

ユーザ要件のインストール
インストールプログラムを実行するユーザは、デバイスに対する管理者権限またはルート権限を
持っている必要があります。例 :

 Windows: Windows 管理者としてログインします。

 Linux: root でないユーザとしてログインする場合は、suコマンドを使用して権限を root に昇格

させてから、インストールプログラムを実行します。

サポートされるスマートカードおよびスマートカード
リーダ
ZENworks ログインでサポートされるスマートカードおよびスマートカードリーダについては、

『Novell Enhanced Smart Card Method Installation and Administration Guide (http://www.novell.com/
documentation/iasclient30x/nescm_install/data/b7gwvo2.html)』を参照してください。

ZENworks Full Disk Encryption を使用している場合、ZENworks Full Disk Encryption Pre-Boot Authentication
および通常の ZENworks ログインの両方でサポートされているスマートカードについては、

『ZENworks Full Disk Encryption Agent リファレンス』の「Supported Smart Card Terminals and Tokens ( サ
ポートされるスマートカード端末およびトークン )」を参照してください。

項目 要件

Web ブラウザ 次の Web ブラウザがサポートされています。

 Internet Explorer 11 以降

 Firefox バージョン 58 以上

 Firefox ESR バージョン 52

 Edge 40 以降

 Chrome バージョン 55 以上

注 : ZCC Helper に依存する機能の管理は、Windows デバイスと SUSE Linux 
Enterprise デバイスでのみサポートされます。

TCP ポート 管理対象デバイス上でのリモートセッションに対するユーザの要求を満たす
には、Remote Management リスナを実行するためにデバイス上でポート 5550
を開く必要があります。
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保証と著作権
保証と著作権、商標、免責事項、保証、輸出およびその他の使用制限、米国政府の規制による権利、
特許ポリシー、および FIPS コンプライアンスの詳細については、https://www.novell.com/company/
legal/ を参照してください。

© Copyright 2008 - 2019 Micro Focus or one of its affiliates.

Micro Focus、関連会社、およびライセンサ (「Micro Focus」) の製品およびサービスに対する保証は、

当該製品およびサービスに付属する保証書に明示的に規定されたものに限られます。本書のいかな
る内容も、当該保証に新たに保証を追加するものではありません。Micro Focus は、本書に技術的ま

たは編集上の誤りまたは不備があっても責任を負わないものとします。本書の内容は、将来予告な
しに変更されることがあります。
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